
基本的な考え方
　持続的成長の実現に向けて、企業経営の健全性と効率性の確保をねらいとしたコーポレート・ガ

バナンスの充実・強化を経営の最重要課題と認識し、環境変化に的確に対応できる組織体制を整

備し、公正かつ透明性のある経営システムを構築・維持することに努めています。

　また、豊田合成は金融庁・東京証券取引所が策定している「コーポレートガバナンス・コード」の

理念や原則の趣旨・精神をふまえたさまざまな施策を自律的に実践することで、コーポレート・ガバ

ナンスの充実を図っています。

企業統治の体制
　当社は、監査役設置会社を選択し、法定の機関として、株主総会・取締役会・監査役会・会計監査

人を備え、あわせて、内部監査をはじめとする内部統制システムを整備・運用しています。取締役会

は、取締役10名で構成され、毎月定期的に行われる取締役会（必要に応じて臨時取締役会）におい

て、法令・定款で定められた事項や、経営に関する戦略などの重要事項の報告・決議をしています。

　また、執行役員制度を導入し、意思決定と業務執行の迅速化を図っています。さらに、2023年6

月にチーフオフィサー制度を導入し、社長の権限と責任の一部をチーフオフィサーに委譲すること

により、重点機能について事業本部・地域本部の枠を超えてグローバル全体で管理し、戦略性の高

い業務執行の実現と経営のスピードアップを図っています。加えて、2024年6月には取締役会の決

議権限を一部執行側へ委譲しました。これにより、取締役会での経営戦略議論をより充実させるとと

もに、重要事項決定会議を新設し、さらなる執行のスピードアップと自律した経営を図っています。

　また、経営の重要な事項については、重要事項決定会議、本部長会議、経営会議を毎月開催し、

さらに安全・品質・環境・技術・収益・人事などの主要機能に関する機能会議体および各種委員会

を適宜開催し、的確な経営判断を行っています。

　監査役会は、監査役5名で構成され、監査役会を定期的に開催するとともに、取締役会をはじめ

とする重要な会議への出席や各部門・子会社の監査を通して経営監視の機能を果たしており、外部

監査人である会計監査人による監査機能とあわせ、独立かつ公正な監査体制を確保しています。

　これらの機関設計に基づき、監査・監督・執行を連携して機能させ、会社の意思決定、業務執行

の適法性と効率性が十分に担保されていることから、現在の体制を採用しています。

　また、取締役会の監督機能を強化し、意思決定プロセスの客観性・透明性を高めるため、取締役

会の任意諮問委員会として、「役員報酬委員会」と「役員人事委員会」を設置しています。

　信頼される企業であり続けるため、豊田合成グループ全体でコーポレート・ガバナンスの充実を

図っています。公正で透明性のある企業統治体制実現のため、内部統制システムを整備・運用し、

業務の適正性・効率性を確保するとともに、社外の取締役と監査役による経営監督・監査で実効性

を高めています。さらに、法令遵守・企業倫理の徹底やリスクマネジメント活動も推進しています。

コーポレート・ガバナンス体制図

株主総会

選解任 選解任 選解任

監査

監査
監査 付議

報告
監査

監査

報告
付議

決定
承認

報告

指示・監督

業務執行組織全社会議体

各種経営会議体

各種機能会議体

各種委員会

監査部
社長

チーフオフィサー

取締役会 監査役会 会計監査人

意思決定・監督

業務執行体制

監査

連携

役員人事委員会

役員報酬委員会

サステナビリティ会議

監査役室

答申

選解任

執行役員

各機能・事業部門

子会社・関連会社

主な会議体・委員会
●  取締役会
●  サステナビリティ会議

●  重要事項決定会議
●  本部長会議
●  経営会議

●  販売会議
●  開発技術会議
●  収益・原価会議
●  生産・調達会議
●  人事会議
●  IT推進会議

●  内部統制委員会
●  輸出管理委員会
●  中央安全委員会
●  カーボンニュートラル・
　 環境委員会
●  品質委員会

ガバナンス

	透明性のある経営システムを構築・運用し
	 グループのコーポレート・ガバナンスを充実
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サステナビリティ会議
　持続的な企業成長と企業価値向上および社会の持続的発展への貢献を目指して、サステナビリ

ティ会議（年2回開催）を設置しました。本会議では、時代に即したサステナビリティに関する重点

取り組み事項の審議・決定と実施状況の確認を行い、スピード感をもって取り組んでいます。社長

を議長とし、社外を含む全取締役、全監査役および海外地域を含む本部長をメンバーとして構成し

ており、客観性と透明性の高いバランスの取れたサステナビリティの施策を実行しています。

内部統制システム
　当社は、会社法の規定に基づき「内部統制の整備に関する基本方針」を策定し、これに沿って重

要事項の審議、関連規程・要領の制定と運用、内部監査、コンプライアンス、リスク管理などを含む

内部統制システムを整備することで、業務の適正を確保するための体制の構築と運用に努めてい

ます。内部統制の整備・運用状況については、毎年取締役会でその内容を確認し、さらなる改善お

よび強化に継続的に取り組んでいます。なお、2023年4月に基本方針を改定し、子会社管理を含め

た内部統制の強化・運用を実施しています。また、2025年6月には、法規対応へのさらなる体制強

化を図るために2023年6月に設置した法規認証室を、開発本部から品質保証本部へ移行するとと

もに法規認証部に格上げし、法規認証業務の独立性と監査機能を強化しています。

　グループ管理においては、当社および子会社の健全な内部統制環境の醸成を図るため、グルー

プ各社と「経営理念」を共有するとともに、共通のコンプライアンス上の指針である「豊田合成グ

ループ行動憲章」を定め、子会社に展開する体制を整備しています。さらに、子会社の経営の自主

性を尊重しつつ、定期的に事業報告を受けるとともに、事前承認報告制度を通じて子会社の業務

の適正性と適法性を確認する体制を整備しています。加えて、重要な子会社には非常勤取締役・非

常勤監査役を派遣することで、子会社の業務執行を監視および牽制する体制を整備しています。

経営陣幹部の選解任と取締役・監査役候補の指名の方針と手続き
　取締役・監査役は、「役員人事委員会」において審議・答申を経たのち、取締役会の決議を経て株

主総会決議にて決定します。

　経営陣幹部・取締役候補は、経営陣・取締役会全体としての知識・経験・能力のバランスを考慮

し、的確かつ迅速な意思決定ができること、各個人として人望があり、法令および企業倫理の遵守

に徹する見識を有することを基準に総合的に選任・指名しています。

　監査役候補は、財務・会計や法務に関する知見、当社事業に関する知識など、企業経営に関する

多様な視点によってバランスを確保しながら適材適所の観点より総合的に指名しています。

　経営陣幹部、取締役候補者に不正または重大な法令もしくは定款違反などがあった場合は解任

手続きを行うこととしています。

役員報酬委員会・役員人事委員会
　当社の「役員報酬委員会」および「役員人事委員会」は過半数以上を社外取締役で構成し、両委

員会の議長を社外取締役から選任、透明性と客観性をより一層高めています。

名称 役割 構成員 出席回数 
(2024年度)

役員報酬委員会
(2024 年度開催回数 :1 回 )

取締役の報酬制度および個人別報酬の審議・
答申 ( 譲渡制限付株式報酬など )

宮﨑取締役会長
齋藤取締役社長
松本社外取締役 (* 議長 )  
和田社外取締役
古川社外取締役
前田社外取締役
粟生社外取締役

1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回

ガ バ ナ ン ス

名称 役割 構成員 出席回数 
(2024年度)

役員人事委員会
(2024 年度開催回数 :1 回 )

取締役および監査役の選解任に関する議案の
審議・答申 ( 社長の選定など )

宮﨑取締役会長
齋藤取締役社長
松本社外取締役 (* 議長 )
和田社外取締役
古川社外取締役
前田社外取締役
粟生社外取締役

1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回
1 回 /1 回

60TOYODA GOSEI REPORT 2025

Foundation of Value Creation　 持続的成長を支える取り組み 豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 データ価値創造を支える基盤



スキルマトリックス
・各取締役・監査役のこれまでの経験をもとに、期待する分野について記載しています。

・当社取締役会・監査役会の構成は、全体として知識・経験・能力のバランス、多様性および人数に配慮した構成としています。

地位 取締役 監査役

スキル選定理由・定義

当社の持続的な成長および企業価値向上を目指し、中長期経営計画推進のために
取締役会・監査役会が必要とするスキルを選定しています。

氏　名 宮
﨑
　
直
樹

齋
藤
　
克
巳

安
田
　
　
洋

苗
代
　
光
博

蜂
須
賀
正
義

松
本
真
由
美

和
田
　
　
節

古
川
　
雅
典

前
田
　
茂
樹

粟
生
　
万
琴

大
磯
　
健
二

藤
田
　
佳
幸

加
古
　
　
慈

桑
山
　
　
斉

横
井
　
正
彦

社外
独立

社外
独立

社外
独立

社外
独立

社外
独立

社外 社外
独立

社外
独立

企業経営 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 当社を取り巻く事業環境がグローバルで激変する中、企業経営の経験や実績に基づき、当社の持続的な成長および企
業価値向上に寄与する適切な経営判断を行うため。

グローバル ● ● ● ● ● ● ● 海外での実務経験や海外の事業環境・事業マネジメントなどの知識を活かし、グローバルでの事業を成長させるため。

財務・会計 ● ● ● ● ● 正確な財務報告体制および強固な財務基盤を構築し、持続的な成長および企業価値向上に向けた成長投資の推進と、
適切な株主還元を実現するため。

法務・リスク管理 ● ● ● ● ● ● ● 法律の遵守および適切なリスクマネジメントに基づくガバナンス体制の確立により、持続的な成長および企業価値向上
のための基盤構築や、監督の実効性向上を推進するため。

技術・開発 ● ● ● ● 先進テクノロジーによる技術革新や、中長期的な製品企画・開発に関するスキル・知見を活かし、中長期経営計画に示
した事業成長を実現するため。

モノづくり（生産・品質） ● ● ● ● ● 自動車部品製造・販売事業を主軸とする企業として、革新的な生産技術の導入や製造現場の改善と、製品品質の維持・
向上を進めるため。

営業 ● ● お客様との円滑なコミュニケーションによる情報収集や、営業戦略策定に関するスキル・知見を基に、変化する顧客
二ーズに応えグローバルに拡販するとともに、付加価値の高い商品を提供し続けていくため。

環境・エネルギー ● ● ● ● 環境配慮が必要な分野などにおいて、事業活動と一体化した取り組みを加速・推進し、社会的責任を果たすため。

人事 ● ● ● ● ● ● ● ● 多様性・インクルージョン・人権尊重・ウェルビーイングの知見を活かして、社員一人ひとりの能力を伸ばすとともに 
最大限に発揮させるため。

DX ● ● ● ● ● ● ● ● 当社の経営基盤の強化および新事業の推進に必要となる、デジタル技術を活用した事業変革の推進と企業文化確立を
実現するため。

新事業（非自動車） ● ● ● ● ● 非自動車分野における新事業の探索、開発、事業化の中長期的な計画立案・推進および将来の新事業拡大を目指すため。

役員報酬委員会（◎は議長） ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

役員人事委員会（◎は議長） ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

取締役会出席回数（2024年度） 13回/
13回

13回/
13回

13回/
13回

13回/
13回

−
＊1

10回/
13回

13回/
13回

11回/
11回

＊2

11回/
11回

＊2

11回/
11回

＊2

13回/
13回

−
＊1

13回/
13回

13回/
13回

13回/
13回

監査役会出席回数（2024年度） − − − − − − − − − − 13回/
13回

−
＊1

13回/
13回

13回/
13回

13回/
13回

＊1.  2025年6月就任　＊2.  2024年6月就任以降の回数

�
�
� �

�
�

ガ バ ナ ン ス

スキル
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取締役・監査役員数の変遷
　2012年に執行役員制度を導入し、取締役総数を2011年の23名から9名に削減し、2015年に

は社外取締役を初選任しています。

　現在の体制は取締役総数が10名、そのうち社外取締役数は5名で比率は50%です。社外取締役

のうち2名は女性であり、客観性と多様性を高めていきます。

2024年度 取締役会の主な付議事項・報告事項
テーマ 主な付議事項・報告事項

経営・
事業戦略

・中長期事業戦略
・新規事業戦略
・年度方針
・国内外子会社 事業戦略（拡大、合併、縮小）
・業務執行報告（業績、生産、品質、安全、技術・開発、知財、重点リスク管理 等）
・取締役会決議事項の進捗 
・政策保有株式
・社債発行

コーポレート

・決算関連
・取締役・監査役人事、役員人事、役員報酬
・サステナビリティ施策
・内部統制システム／内部監査部門報告

投融資案件
・国内外生産拠点 拡張に伴う建屋・設備投資
・国内外子会社資金融資

2024年度 取締役会の付議・報告件数
１Q ２Q ３Q 4Q 計

付議事項 20 4 6 13 43

報告事項 11 9 12 10 42

計 31 13 18 23 85

取締役会
　取締役会では、経営・事業戦略などの経営の方向性について多面的に議論し、必要に応じて経過

フォローの決議・報告などを行い、多様な視点から経営戦略が適切に執行されているかを監督して

います。また、さらなる戦略議論の充実と十分な議論時間の確保に向けて、執行側に重要事項決定

会議を設置し一部権限委譲をしました。近年は、内部統制システムやリスク管理体制の強化に加

え、市場環境の変化、経済安全保障、地政学リスク、環境問題の深刻化など混然とした事業環境の

中での持続的な企業成長の実現に向けて、さらなる議論の活性化に取り組んでいます。

ガバナンス体制強化への主な取り組み

取締役会・
監査役会

業務執行
体制

会議体・
委員会

●取締役選任数の
　削減

2012 2015 2019 2020 2021 2022 2023

●執行役員制度導入

●コーポレートガバナンスコード適用開始 ●チーフオフィサー
制度導入

●社外取締役比率を1/3に変更

●役員報酬委員会および
　役員人事委員会設置 

●両委員会の議長に
　独立社外取締役を選任

●女性取締役を登用 ●女性監査役を登用

●執行役員数の削減

●企業行動倫理委員会

●環境委員会

●サステナビリティ会議の設置

●カーボンニュートラル・環境委員会へ
　名称変更

●内部統制委員会へ名称変更●コンプライアンス・リスク
　管理委員会へ名称変更

2024

●社外取締役比率
を1/2に変更

●取締役会の決議
権限変更（執行側
へ一部権限委譲）

ガ バ ナ ン ス

取締役人数（名）

監査役人数（名）

社外取締役比率

社外監査役比率

女性取締役比率

女性監査役比率
2011年 2025年

2011年

5

23

5

10

2025年

0％

2011年

50％

2025年

0％

2011年

20％

2025年

60％

2011年

60％

2025年

0％

2011年

20％

2025年
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取締役会の実効性評価
　当社の持続的な成長と企業価値の向上、社会の持続的発展への貢献に向けて、コーポレート・ガ

バナンスが有効に機能することが必須であることから、取締役会の役割・責務との実効性を担保す

るために、取締役会構成員から評価や意見などを毎年聴取し、取締役会で分析・評価・改善策を審

議しています。

　2024年度におきましても全取締役10名、監査役5名に対してヒアリングを行い、実効性の検証

を行いました。その結果、各項目について改善が認められ、実効性は確保されているとの評価がさ

れました。

　特に、「取締役会の構成、規模」、「活発な議論や発言のしやすさ」、「社外役員への支援」について

は引き続き、高い評価を得られました。当社が意思決定を行う上で社外役員からの質問、意見は重

要と考えており、これらの取り組みを継続していきます。

　2023年度実効性評価で課題とされていました、「中長期戦略の議論」について、2024年度は、事

業、機能ごとに2030年事業計画と関連させた取組方策（方向性）について議論を開始しました。一

方、戦略議論の一層の拡充が必要との意見もありましたので、執行サイドへの権限委譲や上程基

準の見直しにより議題を絞り込み、長期的、戦略的議論の時間確保など、取締役会の一層の実効

性向上に取り組みました。また、社外取締役、社外監査役に対し、社外役員連絡会、取締役会の事

前説明、事業所視察などを通じて、当社の現状、課題、戦略などの情報量補完、理解の深化を図りま

した。これらの結果、十分な戦略議論がされ、環境変化についてもタイムリーな議論がされていると

の評価がされました。 

　今年度も一層の実効性向上に取り組んでいきます。

ガ バ ナ ン ス

取締役会実効性評価プロセス
〈評価方法〉 〈ヒアリング項目（大項目）〉

インタビュー：取締役 10 名および監査役 5 名
評価プロセス：�インタビューおよび匿名性を担保した 

ヒアリング結果分析

・取締役の役割・責務
・取締役会における審議
・取締役会の監督機能
・社外役員への支援
※ヒアリングの大項目の下に詳細な小項目を設けて 

多面的な調査を行っています

2023年度 取締役会実効性評価課題と2024年度の取り組み

2023年度実効性評価課題 2024年度の取り組み

戦略に関わる議論の
拡充が必要

＜議題の見直し＞
・�戦略(事業、地域、機能)を報告し、「目指す方向性」 

および 「全体の目標(経営目標)」などの議論を拡充

＜十分な議論時間の確保＞
・�書面報告を導入
・�業務執行や決議事項の進捗状況に関する報告等は 

社外役員連絡会における詳細報告へ変更
・�一部権限移譲 
（取締役会決議金額を引き上げ、重要事項決定会議等へ）

社外役員に対し、
次世代幹部候補者を
認知いただく機会が必要

・�取締役会および事前説明や、社外役員連絡会の報告者を 
執行役員以下が実施することで次世代幹部候補者を把握

社会課題に対応した、 
役員報酬の制度設計が必要

・�非財務評価項目を E(CO2 排出量 )、S( 女性管理職数、 
エンゲージメントスコア ) とし、目標達成度に準じた 
変動幅拡大により、社会的ニーズとインセンティブが 
連動した制度を設計

2024年度 取締役会実効性評価結果（課題）

確認された課題 対応策

全体最適（全社、および地域内での事業領域の
優先順位付け・メリハリ）についての議論を期待

資源配分 ( 事業×地域の優先順位 ) を
意識した議論の深化を図る

社外、社内役員間の取締役会以外
での情報交換の機会があるとよい

社外役員懇親会等を活用し、
社内外役員のコミュニケーションを図る
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社外取締役の期待とサポート
　豊富な経験と高い見識を持つ5名の方々に社外取締役になっていただいており、主に会社経営、

モノづくり、環境・エネルギー、海外、行政、先端IT、DX分野、新規事業創出、人材育成、組織マネジ

メントなどの分野の豊富な経験と高い見識をお持ちです。また、取締役会のさらなる多様性と女性

活躍の推進に向けて、２名の女性取締役を選任しています。

　この5名には、取締役会での活発な議論に加えて、モニタリングとアドバイザリーをしっかり実施

していただいています。モニタリングのサポートは、当社の各部門により事業内容や課題を説明、さ

らには国内外子会社での現地現物の視察を通じて、ありのままの経営状態をご理解いただいてい

ます。その上で、取締役会の決議前に各議案の背景と内容をしっかりと説明し、適正な意思決定が

なされるよう努めています。

　同時にアドバイザリーの機会として、監査役も含めた全社外役員が出席する社外役員連絡会を

定期的に開催し、経営や事業の課題についてアドバイスをいただいています。加えて、サステナビリ

ティ会議やカーボンニュートラル・環境委員会などの各種会議体へも出席していただいています。

社外取締役・社外監査役
　2025年6月19日開催の定時株主総会において、社外取締役として、松本真由美氏、和田節氏、古

川雅典氏、前田茂樹氏、粟生万琴氏の5名を選任しました。

　また、社外監査役は、加古慈氏、桑山斉氏、横井正彦氏の3名を選任しています。

役員報酬などについて
　取締役報酬は、企業価値の持続的向上を図るインセンティブなどとして適切なものであるべきと

の考え方に基づき、固定報酬である「月額報酬」と、業績連動報酬である「現金賞与」（短期インセン

ティブ）および「株式報酬」（長期インセンティブ）で構成しています。報酬などの種類ごとの比率は、

月額報酬70%：現金賞与20%：株式報酬10%程度となるよう設定しています。

ガ バ ナ ン ス

独立社外取締役および独立社外監査役の選任

役　職 氏　名 独立役員 選任の主な理由

社外 
取締役

松本 真由美 〇

報道番組のキャスターおよび研究者として広く社会問題や環境・エネルギー分野に携わってきた
経験を有しており、その豊富な経験と高い見識に基づき、当社の経営に対する監督および助言を
行っていただくため。
なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したた
め、独立役員に指定しています。

和田　節 〇

長年にわたりモノづくり企業の経営に携わってきた経験を有しており、その豊富な経験と高い見識
に基づき、当社の経営に対する監督および助言を行っていただくため。
なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したた
め、独立役員に指定しています。

古川　雅典 〇

多治見市議、岐阜県議、多治見市長として、合計9期36年間にわたり地方自治や市政運営に携わっ
てきた経験を有しており、その豊富な経験と高い見識に基づき、当社の経営に対する監督および
助言を行っていただくため。なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ず
るおそれがないと判断したため、独立役員に指定しています。

前田　茂樹 〇

長年にわたる海外勤務・国際関連業務の経験や行政官庁・経済界などとの幅広いネットワークを
基盤とした優れた国際感覚に加え、理事（役員）として JETRO 全体の組織運営・マネジメント
に携わっていた経験を有しており、その豊富な経験と高い見識に基づき、当社の経営に対する監
督および助言を行っていただくため。なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相
反が生ずるおそれがないと判断したため、独立役員に指定しています。

粟生　万琴 〇

先端 IT ビジネスの起業家・経営者としての経験に加え、新規事業の創出、DX、ダイバーシティ
推進などの企業支援を通じて、広く人材育成に携わってきた経験を有しており、その豊富な経験
と高い見識に基づき、当社の経営に対する監督および助言を行っていただくため。なお、独立役
員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したため、独立役員
に指定しています。

社外 
監査役

加古　慈
トヨタ自動車株式会社における車両開発部門・材料開発部門を中心とした経験に加え、常務役員
として経営に携わった経験を有しており、その豊富な経験と高い見識を当社の監査に反映してい
ただくため。

桑山　斉 〇
弁護士としての豊富な経験と高い見識を当社の監査に反映していただくため。
なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したた
め、独立役員に指定しています。

横井　正彦 〇
経営者としての豊富な経験と高い見識を当社の監査に反映いただくため。
なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したた
め、独立役員に指定しています。
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　月額報酬は、職責や経験、および他社の動向を反映させた固定報酬としています。現金賞与は、

各期の連結営業利益をベースに、年度計画達成状況、従業員の賞与水準、他社動向、中長期業績、

過去の支給実績およびESG経営貢献度なども総合的に勘案して決定しています。なお、2023年度

の実行性評価で抽出された主な課題である「社会課題に対応した役員報酬制度」については、非財

務評価項目やウエイトを増やした制度設計が完了し、2025年度から運用を開始しました。

　株式報酬は、当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして位置づけるとともに、

株主との一層の価値共有を進めることを目的に、譲渡制限付株式報酬を導入しています。

　取締役の月額報酬と賞与の報酬総額は、年額6億5千万円以内（社外取締役分を含む）、社外取

締役を除く取締役の譲渡制限付株式の報酬総額は、年額1億円以内と、2020年6月12日定時株主

総会で決議されています。社外取締役分の報酬総額は、2024年6月14日定時株主総会において年

額1億円以内に改定することが決議されています。

　なお、社外取締役・監査役は独立した立場で経営の監督、監査を担うため固定の月額報酬のみと

しています。

　これらの考え方に基づき、社外取締役が過半数を占める「役員報酬委員会」において公正かつ透

明な審査・答申を経たのち、取締役の個人別の報酬額を決めています。

　また、2024年度の「役員報酬委員会」において、非財務評価項目の見直しについて議論し、報酬

制度に反映しました。

役員区分ごとの報酬などの総額、報酬などの種類別の総額および対象となる役員の員数

役員区分
報酬などの

総額
（百万円）

報酬などの種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数

（人）
固定報酬 業績連動報酬 非金銭報酬

月額報酬 現金賞与 株式報酬

取締役
（社外取締役を除く） 355 206 117 31 5

監査役
（社外監査役を除く） 77 77 ー ー 2

社外役員 87 87 ー ー 9

（注)１.現金賞与については、2024年度における引当金繰入額です。
       ２.�上記の員数には、2024年６月14日開催の第101回定時株主総会終結の時を以って退任した社外役員1名が含まれて 

います。
～2020年6月固

定
報
酬

業
績
連
動
報
酬

短
期

長
期

月額報酬
月額 6,000万円以内

（　　　　   ）年額換算
7億2,000万円以内

80%

2020年7月～

月額報酬 70%

現金賞与 20%

譲渡制限付
株式報酬

10%

2025年6月～

月額報酬 70%

現金賞与
（現金賞与における10%が
　非財務評価ウエイト）

20%

譲渡制限付
株式報酬

10%

現金賞与
［株主総会で金額決定］

20%

取締役報酬制度

ガ バ ナ ン ス

内部監査・監査役監査・会計監査
　内部監査については、監査部を設置し、経営目標の達成と不正・誤謬の予防を図ることをねらい

に、期首に経営者に承認された内部監査計画に基づき、業務全般にわたる内部監査を実施してい

ます（機能部による監査も含む）。

　内部監査の結果は取締役会および経営者に報告されるとともに、被監査部門に対しては監査結

果に基づく改善勧告を行い、改善計画・改善結果を確認することにより、内部監査の実効性を高め

ています。

　各監査役は、監査役会が定めた監査方針、計画に従い、当社および子会社に対し、調査を実施

し、また、取締役会、重要事項決定会議、本部長会議、経営会議などの重要な会議体・各種委員会に

出席するほか、取締役などから事業の報告の聴取、決裁書類など重要な書類の閲覧、事業所や子

会社の往査など、適法性の確保、適正性の確保、財産・権利の保全、損失の未然防止の観点より、取

締役の職務の執行を監査しています。なお、監査役監査を補助する専属の部署を設置しています。

　当社の2024 年度会計監査業務を執行した公認会計士は、中谷聡子氏および川原光爵氏であ

り、P w C Japan有限責任監査法人に所属しています。

　監査役、内部監査部門および会計監査人は、それぞれの監査の体制、監査方針、監査計画、実施

状況、監査結果などについて、定例的に会合を開くとともに、必要に応じ随時連絡を行い、意見交

換と情報の共有化を図り、連携して効率的かつ効果的な監査を進めています。
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